
 

＜報道発表資料＞ 

（経済同時）  

令和７年１２月１１日 

交通局高速鉄道部高速車両課 

産業観光局クリエイティブ産業振興室 

 

地下鉄烏丸線２０系車両（第９編成）の営業運行の開始 
【「おもいやりエリア」の伝統産業製品の展示は、「京人形」、「京都の金属工芸品」です！】 

 
京都市交通局では、現行の地下鉄烏丸線車両２０編成のうち、開業以来４０年間使用し老朽化した 

９編成について、安全確保のため、令和３年度から令和７年度にかけて２０系車両に更新しています。 

現在、８編成が営業運行しており、この度、第９編成の営業運行開始日が決定しました。 

２０系車両は、伝統産業を身近に感じてもらい、京都らしい地下鉄車両とするために伝統産業の活

用を図っており、「２０２２年度グッドデザイン賞」、「２０２３年ローレル賞」をダブル受賞し、第９

編成においても車内装備品である標記銘板及び釘隠しに新たなデザインを採用するとともに、２か所

の「おもいやりエリア」の展示スペースにそれぞれ京都の伝統産業製品を飾り付けています。 

 

 
  

【概要】 

１ 第９編成の営業運行開始日時 

  令和８年１月９日（金）午後５時１分 竹田駅発 

※運行ダイヤの詳細は交通局のホームページの「新型車両☆特設情報館」（参考１）で１２月下旬

にお知らせします。 

※当日の列車運行の状況によっては、運行時刻が変更となる場合がございます。 

 

２ 内装デザインの変更点 

（１）標記銘板（事業者・車号） 

「京象嵌（きょうぞうがん）」の技法を活用した標記銘板（事業者・車号）については、伝統文

様である「幸菱（さいわいびし）」の基本の柄はそのままに、編成ごとにデザインを変更するこ

とにしています。第９編成では、「幸菱」の形状を活かして、高頻度かつ機敏に走行する地下鉄

のイメージをシンプルに表現したデザインとしました。 

 

地下鉄烏丸線２０系車両 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）釘隠し（くぎかくし） 

「金属工芸」の技法を活用した「釘隠し」については、編成ごとにデザインを変更することに

しています。第９編成では、「京の風物詩」をテーマとして、「蹴上インクラインの桜」＜春＞、

「鴨川の納涼床」＜夏＞、「東福寺の紅葉狩り」＜秋＞、「三十三間堂の通し矢」＜冬＞をモチー

フとしたデザインとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（３）２０系車両車内における京都の伝統産業製品の飾り付け 

編成ごとに伝統産業製品を変更することとしており、第９編成では「京人形」、「京都の金属工

芸品」を飾り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 成 2100 号車 2800 号車 

第１編成 西陣織 京友禅 

第２編成 京仏具 京焼・清水焼 

第３編成 京扇子 京漆器 

第４編成 京鹿の子絞 京表具 

第５編成 京銘竹・京竹工芸 京七宝 

第６編成 京印章 京繍 

第７編成 北山丸太 珠数 

第８編成 京版画 京たたみ 

第９編成 京人形 京都の金属工芸品 

標記銘板の設置箇所 
（両端車両の運転室と客室の仕切り壁） 

車号銘板 事業者銘板 

第９編成のデザイン 

「おもいやりエリア」の立ち掛けシートへの 
伝統産業製品の飾り付け（写真は第１編成） 

①  

②  
③  

④  

⑤  ⑥  
⑦  

⑧  

表裏で合計８面 

２２３９号車  
「蹴上インクラインの桜」＜春＞ 

２６３９号車  
「東福寺の紅葉狩り」＜秋＞ 

釘隠しの設置箇所 
（中間車両の連結部通路の壁） 

第１編成から第９編成までの活用実績 

２３３９号車  
「鴨川の納涼床」＜夏＞ 

２７３９号車  
「三十三間堂の通し矢」＜冬＞ 

第９編成のデザイン 



 

ア 京人形の飾り付け（２１３９号車） 

平安時代、貴族の子らの間で「ひいな人形」を使うままごと遊びのようなものが流行した

のが、京人形のはじまりと言われています。京人形は、頭(かしら)、髪付(かみつけ)、手足、

小道具、金襴（きんらん）、着付、甲冑(かっちゅう)など、製作工程が非常に細かく分業化さ

れており、それぞれの専門化した熟練の職人たちの手仕事によって人形が作られています。 

「おもいやりエリア」では、雛人形に使われる金襴、甲冑の一部、頭と手足の製作過程紹

介、道具類や屏風、下鴨神社で行われる流し雛を実物展示し、「京人形」の魅力を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 頭部、髪付、手足 

② 京雛（ひな人形） 

① 概要紹介 

京人形商工業協同組合からのコメント 

京人形は熟練職人達の手仕事により、製作工程が非常に細かく分業化され、それぞれの専門
化した確かな品質の人形が作られています。京都ならではの人形をぜひ御覧ください。 

⑧ 人形にまつわる歳時 

③ 京甲冑（五月人形） 

④市松人形、御所人形、風俗人形 

⑥ 道具類 

⑦ 組合の取組 

「おもいやりエリア」に飾り付ける「京人形」のデザイン（イメージ） 

【御協力いただいた方々】（敬称略） 

京人形商工業協同組合    電話：075-761-3460 

URL：https://www.kyo-ningyo.com 

素材については無償で御提供いただいております。 

金襴の 

実物展示 

流し雛の 

実物展示 

道具類や屏風 

の実物展示 

頭と手足の製

作過程紹介の

実物展示 

甲冑の一部 

を実物展示 



 

イ 京都の金属工芸品の飾り付け（２８３９号車） 

   京都の金属工芸は、千年以上の歴史を誇る雅な伝統を受け継いでいます。銅・銀・鉄・錫

（すず）をはじめとした多様な素材を用い、鍛金（たんきん）・彫金（ちょうきん）・鋳金（ち

ゅうきん）・象嵌（ぞうがん）・七宝（しっぽう）などの技術によって器物や装飾品を制作し

ます。実用性と美術性を兼ね備えた作品は今日も人々の生活を彩り、歴史と美意識を映す文

化遺産として今も進化を続けています。 

「おもいやりエリア」では、６人の若手職人によって「金属で遊ぶ」をテーマにし、それ

ぞれの技法や素材を用いたオリジナル作品を制作しました。これらの「京都の金属工芸品」

の魅力を紹介します。 

 

     

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

【御協力いただいた方々】（敬称略） 

京都金属工芸協同組合    電話：075-761-3460 

URL：https://kyotometalcraft.com/ 

※ 素材については無償で御提供いただいております。 

「おもいやりエリア」に飾り付ける「珠数」のデザイン（イメージ） 
京都金属工芸協同組合からのコメント 

京都に受け継がれる多彩な技法、素材を用い６人の若き継承者が金属工芸の魅力をパネル
に表現しました。鍛金、彫金、鋳金、象嵌、七宝や着色など伝統的技法の見どころに加え、
作者の創意工夫をぜひ御覧ください。      

                       

⑦ 象嵌で遊ぶ 

① 金属で遊ぶ 

③ 色金で遊ぶ ⑥ 釉薬（ゆうやく）で遊ぶ 

② 打出で遊ぶ 

⑤ 子どもと遊ぶ ④ 錺（かざり）で遊ぶ 

⑧ 鋳物（いもの）で遊ぶ 

「おもいやりエリア」に飾り付ける「京都の金属工芸品」のデザイン（イメージ） 

襖（ふすま）

の錺金具の
引手を地下

鉄車両のデ

ザインで制
作した作品 

 

煮て色づけ

する技法で

美しく発色
させた作品 

 

打ち出しで

京都の名所

を表現した

作品 

金属板で

制作した
組合名称 

子どもたち
が制作した

作品 

 

鋳造で作ら
れる「おり

ん」の製作
過程を表現

した作品 

繊細な象嵌

で装飾した
ＩＣカード

を表現した

作品 
 

京都の地下

鉄をイメー
ジして釉薬

で鮮やかに
彩色した七

宝作品 

 



 

 

（参考１）新型車両全般に関する情報及び新型車両に活用した伝統産業に 

関する情報は、交通局のホームページでお知らせしています。 

○ 新型車両全般、運行ダイヤなどに関する情報「新型車両☆特設情報館」 

 

                      

    

                   

 

     ＨＰ https://www.city.kyoto.lg.jp/kotsu/page/0000288153.html 

     新型車両特設情報館 で検索 

○ 新型車両に活用した伝統産業に関する情報 

 

 

 

 

 

ＨＰ https://www.city.kyoto.lg.jp/kotsu/page/0000288476.html 

     伝統産業素材・技法の活用 で検索 

      

（参考２）新型車両の導入に関する交通局の考え方について 

Ｑ１ なぜ、この時期に車両更新するの？ 

Ａ１ 現行の地下鉄烏丸線車両２０編成のうち、開業以来４０年以上使用し老朽化した９編成

について、安全確保のため、令和３年度から令和７年度にかけて 新型車両（２０系）に

更新することとしております。 

 

Ｑ２ 車両更新による主な改良点は？ 

Ａ２ ・車体構造の強化等により安全性が向上 

・省エネ化による走行用消費電力削減（現行車両比約３０％減） 

・床面とホームとの段差を低くし、車椅子スペースを充実するなど、 

バリアフリー化を推進 

 

  Ｑ３ 伝統産業の活用に費用を掛けすぎていないか？ 

  Ａ３ 伝統産業をより身近にし、業界全体の振興に繋げたいという伝統産業関係者と京都らし

い地下鉄車両としたい交通局のお互いの思いが一致して実現した取組です。一部は、事業

者の御厚意により無償提供いただき費用を軽減しています。また、車両全体についても、

廃棄車両から一部の装置を再使用するなど、出来る限り費用を抑える工夫を行っています。 

【二次元コード】 

【二次元コード】 

https://www.city.kyoto.lg.jp/kotsu/page/0000288153.html


 

（参考３）２０系車両導入までの経過・今後のスケジュール 

 

 

（参考４）２０系車両の車両番号（第９編成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度 
新型車両導入のため、他の鉄道事業者へのヒアリングを実施し、

設計に着手  

平成２９～３０年度 
「地下鉄烏丸線車両の新造にかかるデザイン懇談会」開催 

（計５回） 

平成３１年３月 市民、御利用者の皆様の投票にて外観・内装の最終デザイン決定 

令和元年８月 契約・設計開始（９編成分） 

令和２年４月 製造開始 

令和３年７月 
１編成目搬入（竹田車両基地） 

※以降、各機器の調整・機能検査、試験運転等実施 

令和４年３月２６日 第１編成の営業運行を開始 

令和４年６月２１日 第２編成の営業運行を開始 

令和４年１０月７日 「２０２２年度グッドデザイン賞」受賞 

令和４年１１月１８日 第３編成の営業運行を開始 

令和５年５月２５日 「２０２３年ローレル賞」受賞 

令和５年９月２７日 第４編成の営業運行を開始 

令和６年１月３０日 第５編成の営業運行を開始 

令和６年７月１９日 第６編成の営業運行を開始 

令和７年３月２１日 第７編成の営業運行を開始 

令和７年９月８日 第８編成の営業運行を開始 

令和８年１月９日 最後の導入となる第９編成の営業運行を開始 

車両番号４桁の数字について、千の位が２０系車両の車系を示す「２」、百の位が車種を 

示す数字、下２桁は製造番号になっており、２０系は第３１編成からスタートのため、 

「３９」が新車の第９編成となります。 

2839 2739 2639 2339 2239 2139 
○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 

国際会館方面 竹田方面 



 

 

＜お問い合わせ先＞ 

●事業全般に関すること 

京都市交通局高速鉄道部 高速車両課 

電話：０７５－８６３－５２６４ 担当：佐々木、石橋 

 

●伝統産業製品に関すること 

産業観光局クリエイティブ産業振興室  

電話：０７５－２２２－３３３７ 担当：秋山、園 

 


